中国の大衆資本主義 by 丸川 知雄
魎
経営学会講演会
中国の大衆資本主義
東京大学社会科学研究所教授九川知雄先生
2012年５月30日（水）１０：４５～１２：１５（２時限）
中央図書館地下１階多目的ホール
１中国の経済成長と国家資本主義論
皆さんもお聞き及びではないかと思うのですけれども，中国は一昨年の2010
年に日本の経済規模を上回りました（図１）。こんなに早くこういう日が来る
とはという感じで私もびっくりしたのです。1990年ごろ，中国は日本の経済規
模の９分の１ぐらいしかありませんでした。もちろんｌ人当たりにするともっ
と貧しいですね。中国はざっと日本の10倍の人口がいますから，日本の１０倍の
人口が日本の９分の１の経済規模だとすると，ｌ人当たりにすると90分の１と
いうことになります。大変貧しい国で，日本は一生懸命,援助していたのです。
そうこうするうちに，特に今世紀に入ってからみるみる日本に追い付いてき
た。日本は，バブル経済が崩壊したあと経済はほとんど横ばいです。これはち
なみに米ドルに換算していますので，実際にこんなに経済規模が上下動はして
いないのですけれど，基本的に20年間，あまり成長していないということにな
ります。日本がグズグズしているあいだに中国は日本を抜いてしまった。そ
れでもさっき言ったように，人口で言えば中国は日本の10倍ですから，ｌ人当
たりにするとまだ日本の10分の１ということになるわけですけれど，しかしこ
の勢いは非常にすさまじいものがあります。
－７１－
[講演記録］中国の大衆資本主義（丸川）
図１日本と中国の国内総生産（ＧＤＰ）
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アメリカは結構，伸びているのですけれど，アメリカとの差もだんだん縮ま
りつつあります。私の予想では2029年頃にアメリカに追いつくと予想していま
すけれども，中国には「いや，もっと早い。2020年ごろに追いつくぞ」と言っ
ている人もいます。それは中国がどうかというよりも，ひとえにアメリカ次第
です。アメリカが果たして今のまま成長していけるのかということにもかかっ
ております。
こうしたすさまじい中国の経済成長を一体誰がもたらしているのかというこ
とを巡って，昨今，いろいろな議論があります。ここ数年はやっているのが，
中国は国家資本主義であるという議論で，特にアメリカの政治学系の人たちの
あいだから出てきています（Bremmer，2010)。国家資本主義とは何か。意味
はあまりよくわからないのですけれども，政府が強く関与した資本主義だとい
うことらしいです。
ステファン・ハルパーという方が，中国は国家資本主義であるばかりでなく，
それを世界に広めようとしている，と言っています（Halper，2010)。アフリ
カなどに援助をしながら中国的なシステムまで輸出しようとしている，だから
－７２－
経営論叢第２巻第２号（2013年３月）
これは警戒しなければいけない，アメリカみたいな自由な資本主義ではない別
の資本主義が世界中で台頭してきている，と警戒感を高めています。
もう１人，ホアンというアメリカで活躍している中国人学者は「管制高地資
本主義」と言っています（Huang2008)。ちょっと言い方は難しいですけれど
も，言っている内容は国家資本主義とほとんど同じです。それから，日本で活
躍する中国人学者の呉軍華さんは中国は「官製資本主義」だと言っています
(呉,2008)。どれも言葉は違うけれど言っている内容はほとんど同じ。つまり，
中国は政府の関与が強い資本主義である，と言っています。それから日本の
ジャーナリズムではときどき「中国は外資依存で，外国企業がないとどうしよ
うもない」という議論も見かけます。
一方，中国自身の公式見解は，「私たちは資本主義ではなく社会主義」だと
いうものです。中国の国旗は真っ赤ですが，赤は共産主義のシンボルで，中国
は社会主義の旗を降ろすとは言っていません。でも社会主義だけではうまくい
きませんから，市場経済を導入している，というのが中国の公式見解です。た
だ，市場経済と資本主義はどこが違うのかよくわかりませんが，中国は自らを
資本主義とは認めていません。
私は，以上の見解のどれも一理あると思っています。確かに中国は国の役割
が非常に強いです。国有企業は日本ではもうほとんどなくなりましたね。中国
はまだ10万社以上あります。鉄道も通信も鉄鋼の生産も国有企業が何でもやっ
ています。
しかしこの図２を見ていただきたいのですけれども，これは中国の鉱工業
生産に占める国有企業，外資系企業，その他の企業の割合の1998年から2010年
までの推移を見たものです。国有企業のシェアはだんだん下がってきているの
です。このことをどう捉えるか。つまり，下がったとはいえ2010年の鉱工業生
産の27％は国有企業が生産している。これは資本主義と呼ぶにしてはずいぶん
多い。これを国家資本主義と呼びたくなるのもわかります。でも，この勢いで
このまま下がっていくと，あと10年もすればもうほんの数パーセントになりま
す。ですから私は中国は10年後には国家資本主義とはとても呼べないような経
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図'２ 鉱工掌生産に占める各種作業のシェア
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済になるだろうと考えています。 つまり， あと１０年もすれば，この国家資本主
と考えます。義という呼び方は賞味期限を迎えるだろう
では何が伸びているのか。外資系企業もあまり伸びてないです。いちばん
はっきりと伸びているのは「その他企業」です。「その他企業」とは何かとい
うと，一言で言えば民間企業です。そのことをちゃんと評価せず．「中国は国
家資本主義」 と言っていたら実態を見誤るでしょう。 あと10年後になったら間
違いに気づくだろうと思います。
改革開放と民間企業の発展Ｚ
この民間企業ですけれども， 何となく日本では，，中国の人というのは商売が
中国は広いです。１３億人住んうまいというイメージがあるかもしれませんが，
でいますから， 商売好きな地域と商売があまり得意でない地域と， 国内でいろ
とはつき
上海市。北
人口１万人当たり何社の企業及び自営業があるかを見ると．いるです。
りとした地域差があります。いちばん多い地域は漸江省で‘ 続いて ，
R本でこういう数字京市ですｃ 大都会で企業が多いというのは当たり前です。
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を計算したら，たぶん東京都がいちばん多いのではないでしょうか。大都会は
商売のチャンスもいっぱいありますし，そこで企業を作ろうという人は非常に
多いと思うのですけれども，中国の大都会である北京市や上海市よりも，もっ
と高い密度で企業や自営業が密集しているのが漸江省です。断江省こそ中国の
資本主義のメッカです。
経済の主な担い手が民間企業というのは，われわれから見ると当たり前のよ
うに見えます。しかし中国にとっては，そう当たり前ではないのです。民間企
業は1950年代にいったん全部お取り潰しになったのです。それ以前にも民間企
業はあったのですけれども，1950年代に国有化されるなどして民間企業はすべ
て消滅しました。
徹底した民間企業弾圧が行われました。たとえば農家が庭先でニワトリを飼
う。日本で考えたらそんなのは企業でも何でもないけれど，1960年代の中国で
は，農家が庭先でニワトリを飼っただけで，「こら’資本主義をやろうとして
いる。けしからん」といって役人が来てニワトリを没収するなどということも
あったのです。そのあとニワトリがどうなったかというと，たぶん役人のお腹
の中に入ったと思うのですが，それほど民間企業というのはいけないものだと
敵視されていた。
今となっては，なぜそんなに敵視するのかほとんど理解不能かもしれません
けれども，要するに社会主義とは自分勝手に儲けることを許さない仕組みでし
た。少しでも自分勝手に儲けようとする奴がいると「お前は資本主義だ。お前
は悪い奴だ」と言われ，下手をすると，それで死刑になってしまったりする人
もいました。
そういう仕組みがあまりに社会の活気を削いでしまった。本来，中国人とい
うのは世界中見渡せばわかるように商売が好きな人が多いのです。日本だった
らお正月に新年あけましておめでとうと言うところを，中国の人たちのお祝い
の言葉は，「おめでとう。儲かりますように」と言うのです。それほど儲ける
ことの好きな民族が，商売をしたり，企業を起こすことをすべて否定された。
それでは社会が停滞する。そうこうしているうちに中国の隣の香港や台湾な
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ど．同じ中国人の住む小さな地域が経済発展していった。そこで従来の社会主
義の限界を政府が感じ，1978年に改革開放政策というものを始めました。
改革開放政策が始まったときに真っ先に自営業を営むことが許容されまし
た。自分と家族だけでお店をやったり何かものを作ることは許されるようにな
りました。しかし，人を雇ってはいけない，とされました。人を雇うことは，
社会主義の用語で言えば搾取だということになります。搾取とは労働者を働か
せ，その労働者が生み出す価値を横からかすめ取っていくことです。労働者を
雇うことを認めたら，資本主義を認めることになりますが，1980年代半ばぐら
いから労働者を雇う私営企業も作ってよろしいということになった。
しかしよろしいと言われても社会主義のもとではおいそれとは私営企業を
始められません。政府がいつ掌を返したように，「やはりお前は資本主義で，
悪い奴だ。企業は没収だ」と言いかねないため，企業家たちは恐る恐る経営を
していました。
ようやく民間企業が大手を振って経営できるようになったのは1997年からで
す。中国共産党は５年に１回ずつ大会をやるのですけれど1997年の第15回党
大会のときから民間企業も社会の中で重要な役割を果たすものだとみなされる
ようになりました（丸川，2000)。
その後の民間企業の成長については先ほどのグラフで「その他企業」が拡大
しているということでわかるのだけれど，現在でも中国では民間企業が参入で
きない領域が少なくありません。例えば，民間の銀行というのはほとんど存在
しません。国有銀行ばかりです。また民間の保険会社もほとんどありません。
携帯電話の通信会社も国営です。鉄道，石7111,鉄鋼などの分野に対して民間企
業の参入が禁止されているわけではないのだけれど，何かしら制約があります。
Ｓ温州市の大衆資本主義と産業集積
(1)漸江省温州市の産業集積
これから，私が過去１０年ぐらいのあいだにさまざまなかたちで接触した中国
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の民間企業の具体的な姿についてお話ししたいと思います。まずご紹介したい
のが，いちばん民間企業が密集している地域である漸江省のことです。ｉ折江省
のなかでも民間企業が特に多い地域が温州市というところです。われわれが普
通みかんと呼んでいる「温州みかん」は温州市と関係あります。漸江省は鎌倉
時代から室町時代にかけて日本との交流があり，お茶やみかんなどの種が禅宗
などの仏教の僧侶にともなわれて日本に伝わってきました。
温州は中国の大衆資本主義のメッカだと私は思っております。大衆資本主義
とは，あらゆる人がチャンスがあれば企業を作ってやろうともくろんでいるよ
うな状態，それほどお金を持たず，技術や知識も少ない人でも簡単に企業を
作ってしまうような状態を指します。温州の人々は昔からそういう意欲が強
かったのです。例えば，1966年から76年にかけての文化大革命の時期，すなわ
ち農家がニワトリを飼っていたら役人に取り締まられていた時期，少しでも資
本主義の匂いのするものが弾圧されていた時代にこの温州市の人たちはひそ
かに自分たちで工場をやっていた。「地下工場」とか「闇工場」と言っていま
すけれど，別に地下にあるわけではないのですがそういうものが数多く作ら
れていました（丸111,2004)。
1970年に温州市の近郊の農村で，化学工業に用いるバルブを生産する産業が
突然勃興しました。それまで農作業をやっていたような人々がいきなり化学工
業用バルブを作り始めて,76年にはlOOO社を数えるまでに至った。化学工業は，
いろいろな液体や気体を混ぜてプラスチックとかいろいろなものを作る。液体
を混ぜたり止めたりするのにバルブを使います。回すと口が開いて液体が流れ
ていって，戻すと止まる。なぜこんなものを作ることをいきなり思いついたの
でしょうか。それは化学工業の工場でバルブが足りないという情報がどこから
か伝わったからです。それにしても，いきなり素人が作るには大変難しいもの
のように思えるのですが，温州では手持ちの機械を使ってどうにかこれを作っ
てやろう，ひと儲けしてやろう，と考える起業家が何百人も出てきたのです。
温州にはこの化学工業用バルブみたいな話があちこちにあるのです。温州が
最初に有名になったのは服のボタンの産地としてです。ある町でボタンの市場
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ができ，生産する人も急に増え，そこが中国最大のボタン産地になってしまっ
た。ボタンの製造は簡単だから，何も技術のない農民でも見よう見まねで何と
か作れる，大したことはないといって，多くの人は温州にあまり注目していま
せんでした。しかし，温州に行ってみるとボタンばかりでなく，スイッチ，ブ
レーカー，革靴，運動靴，アパレル，バッジやラベル，人造皮革，不織布，自
動車部品，ライターなどの産業集積ができており，それぞれ何十社，何百社と
いう民間企業が集まっています。電極が赤くなるタイプのライターがあり，温
州のある地域はそれを専門に生産していて，当人たちが言うには世界の７割く
らいがここで生産されているようです。
（２）温州市大衆資本主義のメカニズム
温州市の人々はなぜこれほどまで商売熱心なのか。また事業をやろうとする
とき，なぜある産業にワシと集中するのか。今まで私が調べてきたところから
以下のように考えています。
温州の人々は自分で事業をやりたい，自分で会社を作りたいという意欲を強
く持っています。でも温州人たちの教育水準は概して低く，中学校を出ていれ
ばいいほうで，小学校中退みたいな人も数多くいます。知識もなく，情報もあ
りません。温州にはひと昔前までは鉄道も通じていなくて行くのが大変だった
そうです。こういう状況の中で事業を興そうとすると，隣家の人が何か商売を
やっていたら，それを真似するのです。情報が少ないから，「隣の人が儲けた」
という情報だけを頼りに事業を始めてしまいます。隣の人はどうやってものを
作っているのかチラチラ見て，「うちもあれだったらできるぞ」と始めてしま
う。
紳士用スーツのメーカーとして今では立派な会社になっているところで創業
当時の話を聞きましたが，もう本当に見よう見まねどころかめちゃくちやに
作っていたそうです。どれぐらいめちやくちゃかというと，スーツは生地を立
体裁断して，膨らみが出るように布を切らなければいけないのですけれど，そ
れを知らずに平面的に生地を切ってスーツを作ったそうです。それが今，中国
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で有力なブランドの１つなのでびっくりしてしまいます。
しかしここでポイントとなるのは，この人たちが商売を始めたころの1970年
代，８０年代の中国は消費財が不足していたことです。ですから，それこそ靴の
格好をしていれば誰かしら買う人がいた。確かに国有企業は靴も作ればスーツ
も作っていたのだけれど，国有企業はあまり商売熱心ではないから，市場に
行ってもものがない。そうすると，民間企業家たちが適当に見よう見まねで
作った，靴の格好をしているだけのようなものでもどこかで売れてしまうので
す。
こうして隣同士が同じ商売を始めて靴を作る会社が何十社か現れてくると，
今度はその靴を買い付けて全国に売って回る人が出てきます。というより，実
は順序が逆で，温州の人たちはほかの地域に移住してそこで行商などをやって
いました。そういう行商人たちが中国じゅうから温州に戻ってきて，「私は今，
北京で商売しているけれど，ゴム靴がないから，ゴム靴，誰か作ってくれな
い？」みたいな感じで話を持ってくる。市場の情報がそういう温州出身の行商
人を通じてこの温州にフィードバックされて，メーカーが勃興し，メーカーが
集まっている地域の中心地に卸売市場ができる。たとえば，靴の会社が多い地
域には靴の卸売市場ができる。さらに靴工場を運営するのに便利なように今
度は靴の材料の市場もできる。こうして市場と民間企業が相互作用して産業集
積ができあがる。大体そういうパターンをたどっております。
靴の話をしましたけれど，温州の重要な産業の一つが革靴生産です。大はそ
れこそ5000人ぐらい雇っている非常に近代的な工場から，小は数人でやってい
るような工場までさまざまあります。特にこの小さいほうの工場が材料を買う
市場がありまして，泊まった宿の付近をふらふら散歩していたらたまたま見つ
けました（図３)。
写真ではちょっとわかりにくいかもしれませんが，真ん中のお店は靴底を専
門に売っています。その左隣に見える店は靴の横の革の専門です。他に婦人靴
のかかとだけ売っている店もありましたし，靴の作り方の手引書も売ってい
る。材料も全部揃うし，靴の作り方の本もあるので，これだったら私でも明日
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図'３
から靴作りが始められそうです‘ しかも，靴を売る市場もあるから。作った靴
をそこに持っていけばすぐに収入があるかも しれません。こういう環境がある
ほんのちょっとした資金，それこレーq 商売を始めるのもすご <簡単そうです。
そ日本円で５万円か10万円もあれば。 すぐに革靴メーカーが始められます。 ￣
のように大衆が気軽にピジ ネスを始められる環境がここにはあるのです。
(3)温州人コミュニティの広がり
さっき言ったように温州の人たちには生活の場を求めてあちこちに移住する
という特徴があります， 温州市はⅡ本の秋田県ぐらいの面積で‘ 人ｎは700万
人となっていますが， 100万人は中国各地や海外に移り住んでいます！
私が温州人たちと最初の接触を持ったのは1992年で， ちょうど北京に住んで
北京市の郊外に何か面白いところがあるというので行ってみたいたころです。
らそこはすごく汚ら しいスラム街みたいな感じで。 ものすごい数の人が住んで
いちばん多いときは７万人住んでいたというのですけれども．いました。 これ
I土単なるスラム街ではありません。 というのはここに住んでいる人は実は貧民
ではないのですに 彼らはそこに住むだけではなくて。 そこで製造業も営んでい
－８０－
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るからです。小さなアパートの部屋みたいなところで革のジャンパーを作って
いました。従業員４人ぐらいの小さな職場兼住居がその一帯に数百軒ぐらい密
集していました。
1990年代の中国には，各地の都会にやはり似たような地域がありました。見
たところ汚らしいスラム街なのだけれど，そこで商業や製造業をやっていまし
た。たとえば西安市にも温州人が集まっている場所があって，ここは革ジャン
ではなくてとても安い衣服を製造販売していました。
さらにパリやモスクワや中東のドバイなどにもこの温州の人たちが集まっ
ている地域があるそうです。パリでは中華料理屋さんをやっているとか，モス
クワでは卸売市場を牛耳っているとか各地それぞれの商売をやっています。
イタリアでは革製品の企業をかなり設立して，イタリアの皮革関連産業で大き
な勢力になっているという話も聞いております。
（４）大衆資本主義の論理
小さな民間企業が雨後のタケノコのようにわき出てくる大衆資本主義が中国
各地で伸びているように思います。図２の「その他企業」の姿とは実はこうい
うものであり，中国経済の成長の大きな部分が実は大衆資本主義の発展で説明
できるのではないか。私はこの大衆資本主義こそが中国の今までの成長，これ
からの成長を支えていくものであろうと見ております。
大衆資本家たちは，日本円で言うと１０万円とか５万円とiか，そんな程度の資
金で事業を始めてしまう。知識もない。見よう見まねでやる。だから多くはた
ぶん失敗するのでしょう。しかし中にはそこから中国の代表的なアパレルブラ
ンドになる企業なども出てくる。なぜそんなに自分の会社をやりたいのか。こ
の点について温州に行って聞きますと，「いや，俺たちは迫られてやっている
んだ」という。この温州という地域は111がちで農業に適する場所があまりない。
工業はというと，昔はあまり同も投資してくれなかった。働く場がない。農業
もだめ，工業もだめ。だから自分で事業を始めるしかないというのです。農業
もない工業もない，では乞食をやろうというのではなくて，自分で商売をや
－８１－
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ろうというところが素晴らしいと思います。
第二の要因として80年代の中国は物不足で，需要はあるのだけれどそれを満
たす企業がいない。だから品質が悪いものでも作れば売れてしまう。第三に当
時は流通ルートが未開拓でした。国有企業が商売熱心ではないから，農村など
にはなかなか商品が回っていかない。そうした空隙を狙って，温州出身の行商
人が温州で作られた安かろう悪かろうのものを持っていけば，他に買えるもの
もないから売れてしまうに,第四に簡単に事業が始められるインフラとなる市
場（いちば）を温州人たちが作っていったことも挙げられます。
４ゲリラ携帯電話産業
次に温州から離れてゲリラ携帯電話産業というものについてお話ししたい
と思います。携帯電話は世界でざっと年間14億台ぐらい作られていますが，中
国では若干違法`性を伴っているような携帯電話，私はそれを「ゲリラ携帯電話」
と呼びたいと思いますが，これの生産台数が約２億台にもなっております（図
４)。それも，最初は中国国内の農村に売られていたのですけれども，今は海
外，とりわけインド，パキスタンといった地域，それからアフリカなどに売ら
れているのです。
一体，ゲリラ携帯電話とは何か。携帯電話は電波を発するものですから，変
な電波を出したりしないかちゃんと認証を受けなければいけないことになって
います。ゲリラ携帯電話とは，その認証手続きを受けない携帯電話のことを指
します。勝手に作って勝手に売ってしまっています『』日本にはそういう違法な
ものが余り存在しないからピンとこないかもしれないですけれども，たとえて
言えば車検を受けない車みたいな感じでしょうか。認証の手続きに必要な費用
はｌ機種につき日本円で300万円ぐらいですから，ｌ機種何十万台も売るよう
な大手メーカーにとっては大した金額ではありません。しかしゲリラ携帯電
話を作っている人たちは零細な業者ばかりですから，この300万円，および認
証の試験にかかる１ヶ月ほどの時間が惜しいのです。
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図４ゲリラ携帯電話の生産台数（推定）
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ゲリラ携帯電話を作って販売する商売が非常に盛んなのは広東省の深川市，
香港の隣ですが，ここがメッカになっており，
上も集まっています。一口にゲリラ携帯電話
中小の携帯電話会社が１０００社以
と言っても，高機能のものから
日本ﾛで1200円ぐらいの簡単なものまで様々です〔 iPhoneのニセ物が中国で
作られているとか iPadのニセ物が中国で作られているとかいいますが， 人
体このゲリラ携帯電話産業で作られているのです。
いちばん簡単なゲリラ携帯電話は, 市場の片隅で，ドライバー，粘着テープ，
ヘアドライヤー， スプレーといったごく簡単な器具を使って作られています。
中古の携帯電話を回収して壊れた部品を取り替えて完成です。 中国の１３億人の
年，何千万台の人口が消費する携帯電話の量は半端なものではあり ません。毎年，
携帯が捨てられます。
で補い，中身の基板。
それを回収してきて，割れているところなどを別の部品
すなわち電子回路の部分ですが これはそっくり新品と
入れ替えるという作業をする そうやってピカピカになった有名ブラ＞ ﾄﾞの携
帝を作っています。このゲリラ携帯電話産業もごく小さな初期投資と限られた
技術知識で始めることができますので，大勢の人々が参入しています。やはり
大衆資本主義の典型的なパターンです。
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Ｓレアアースと大衆資本主義
温州の話とゲリラ携帯産業の話をしましたが，どちらも中国のなかでも特殊
な世界です。誰もがごく小さなお金と知識とで資本家になることを目指す大衆
資本主義は中国のあらゆる地域で，あらゆる分野で起きているというわけでは
なく，現状では，限られた地域，限られた産業にのみ見られる現象といってよ
いでしょう。しかし意外な分野に大衆資本主義が見られます。
たとえば，レアアースです（丸川，2011)。レアアースというのは希少な金
属です。鉄みたいなありふれた金属ではなくて，地球上に微量にしかない金属
なのだけれど，最近日本でも注目されています。なぜかというと，たとえばハ
イブリッド自動車のプリウスを作るのにこのレアアースが必要です。実はこの
レアアースの１１t界生産の97％を中国が占めています。中国には世界のレアアー
ス埋蔵量の３分の１ぐらいありますが，それなのに中国がレアアースの生産を
ほぼ独占しています。９０年代初めのあたりでは，中国が大体世界の３分の１ぐ
らい生産していて，ほか３分の１をアメリカが，そして残り３分の１をその他
の世界が生産していました。その後中国だけがグングンイ'１１びて，アメリカなど
はレアアースの生産をやめてしまいました（図５)。
どうしてこうなったのかというと，実はこれは大衆資本主義のせいなので
す。中国でとても簡単なレアアースの採取法が開発されました。中国の南方に
は山の士の中にレアアースがちょこちょこつと入っているところがあります。
そうした山のてつぺんに穴を開け，硫安を注ぎ込む。するとふもとのあたりか
らその液体がにじみ出てくる。これを取って精製すれば，そこにレアアースが
入っているそうです。而炭を取るみたいに危険を冒して採っていく必要があり
ません。１０００万円ぐらいの元手があれば，すぐにレアアースが採取できます。
そのため大勢の人がレアアース採掘を始めてしまった。
中国政府は，これは貴重な資源だからそんなむやみやたらに採ってくれるな
と言っているのですけれども，大衆資本家たちは聞く耳を持たない。彼らは，
－８４－
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図５世界のレアアース生産
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政府の政策なんかはどうでもいい。 自分が儲かりさえすればいいのでどんどん
レアアースを採って，その結果， 世界の97％を中国が占めることになりました。
中国政府は国内での大衆資本家たちによ るレアアース採取に歯止めをかけよう
としてもかからないため． 輸出を制限するようになりました。 ところがこれは
ＷＴＯの協定に違反するというので， 欧米と日本が連合して中国を提訴しまし
このように無秩序な大衆資本主義の発展は中国政府にとってはやっかいなた。
問題をもたらしています。
とめ：大衆資本主義の限界と可能性６ま
大衆資本主義という発展の仕方に限界があること b6否めません。大衆資本家
たちは限られた資金と限られた知識しか持ち合わせていませんから． まずは隣
人を真似するところから始めます。 こうしてみんながみんなを真似しあっ たら
どうなるかというと，最初は儲かるかもしれない。でも競争相手がだんだん増
えていって，ついに利益がなくなりますｃ 先ほどご紹介したゲリラ携帯電話産
業も， 最初のころはすごく儲かったそうです。 でも今はもうほとんど儲からな
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い。なにせ携帯電話１台1000円ぐらいまで値下がりしてしまいましたから。
このように，大衆資本主義に巻き込まれた産業はどれも結局価格競争に追い
込まれ，企業は薄利多売になってしまう。そして，大衆資本家同士がお互いに
足を引っ張り合うだけではなくて，中国の中でも有力な企業もそれに足を引っ
張られてしまう。結局，誰も勝つものがいないということになってしまってい
る。しかも世界にはすごい企業もあるもので，例えば携帯電話のノキアは年間
４億台ぐらい携帯電話を作って販売しています。中国の大衆資本家が束になっ
てもかなわない。
中国政府はだから，「大衆資本主義なんかけしからん。ゲリラ携帯電話みた
いな違法行為をやっているしレアアースみたいに資源を乱開発する」と考え
て，好ましいものだとは思っていません。こういう現象を大衆資本主義だなど
と言ってもてはやしているのは，世界中で私だけかもしれない。
私はでも，こういう混乱の中から英雄も現れてくるのではないかと考えてい
ます。たとえばゲリラ携帯電話産業の中からだって，実は世界へ羽ばたいて
いった有力な携帯電話メーカーが育った例もあります。太陽光パネルは，つい
６年前までは日本が世界の半分を生産していました□今は中国が世界の６割を
生産しています。こんなに急に中国が伸びたのは，やはり大衆資本主義のおか
げです。
大衆資本主義が何と言っても面白いところは，それこそ最初は５万円ぐらい
で事業を始めた人が，今は50億円の資産規模を持っているとか，そういう話が
ゴロゴロあることです。アメリカンドリームならぬチャイニーズドリームです
ね。日々新しい資本家が生まれています。これぞ資本主義が本来持っている活
力を示すものなのではないかと思いますし，残念ながら日本では忘れられかけ
ている精神だと思います。私は今後もこの分野に注目しまた大衆資本主義と
いう言葉を広めていきたいと思っております。
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